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 市内に 2 品目しかない、経済産業省が指定する伝統的工芸品の１つである「新潟・白根仏壇」
の知名度向上を図るため、下記のとおり「第 13 回 新潟仏壇工芸展」を開催します。 
 職人である伝統工芸士の実演や製作体験があるほか、「新潟仏壇組合×須田寛子社中（池坊）」
のスペシャルコラボによる「花×漆 −新潟はなうるし」を企画し、花と漆のある暮らしを 
旧小澤家住宅の歴史ある佇まいとともに体感できます。 
 つきましては、イベントの模様を取材いただくとともに、広報にご協力をお願いいたします。 
 

記 
 

■１ イベント概要 

日程 
令和 6 年 10 月 12 日（土）〜令和 6 年 11 月 4 日（月） 
※休館日：10 月 15 日（火）、21 日（月）、28 日（月） 

会場 旧小澤家住宅（中央区上大川前通 12−2733） 

観覧料 
一般 200 円 / 小中学生 100 円 
※11 月 3 日（日）文化の日は観覧料無料、土日祝日は小中学生無料 

 
■２ 企画の概要 
（１）製作体験※１ 
金具打ちによるネームプレート作り 10 月 13 日（日）、20 日（日） 
蒔絵によるネームプレート作り 11 月 3 日（日） 

※１：事前申し込み不要（有料：600 円）、10：00〜12：00、13：00〜16：00 に開催 

 
（２）伝統工芸士による実演 
蒔絵の実演 10 月 14 日（月）、11 月 3 日（日） 

 
（３）「花×漆 −新潟はなうるし」 
コラボしたいけばなの展示 期間中 
いけばな体験※２ 10 月 26 日（土）、27 日（日） 
いけばな「礼式生」実演 10 月 26 日（土）、27 日（日）、11 月 4 日（月） 

※２：事前申し込み必要（有料：3,000 円）、お申込みは旧小澤家住宅の HP から → 

 

 

 

「第 13 回 新潟仏壇工芸展」を開催します 
−”市内に 2 品目のみ！” 芸術の秋に国の伝統的工芸品の製作体験を− 

（クリック☝or 読込） 

お問い合わせ先：新潟仏壇組合  組合長 友坂 （025−280−2236） 

新潟市経済部企業誘致課 佐久間（025−226−1689） 

【新潟市 HP】 

（クリック☝or 読込） 



「 花×漆 －新潟はなう るし」

いけばな協力：  須田寛子社中（ 池坊）

新潟仏壇の匠が 作る 漆花台と いけばなの

コ ラ ボを 通じ 、花と 漆のある 暮らし をご 提案

し ま す。畳や床の間のある 生活様式が増々

遠のく 今こ そ、正式な作法でお花を いける

礼式生の実演やいけばな体験を実施します。

いけばな展示： 10/12 ㊏～11/4 ㊊

いけばな体験：  10/26 ㊏・ 27 ㊐

詳細は右下の QR から情報サイト へ 

伝統的工芸品 「 新潟・ 白根仏壇」

「 未来へつなぐ 伝統の技」
新潟仏壇の匠による 本格的な正統仏壇や現代仏壇、高度な伝統技術を

駆使し た愛らし い小物など、新潟仏壇製作技術の粋が一堂に会しま す。

新潟仏壇組合事務局  新潟市江南区酒屋町 547-3

TEL 0 25 -280 -2236　 Em a i l :  h a g a -fb a@ ec2 . tech n ow ave . n e . jp

主催 新潟仏壇組合・ 旧小澤家住宅　  共催 新潟市

新潟仏壇組合お問い合わせ

午前 10： 00 ～ 12： 00 ／午後 13： 00 ～16： 00　

体験時間は約 30 分。 製作物はお持ち帰り できます。  費用： 金具、蒔絵共に 600 円

※ 情報はこ ちら

会 場 旧小澤家住宅
新潟市中央区上大川前通 12-2733　 Te l . 025-222-0300

観覧料 一般 200 円／小学生・ 中学生 100 円

※ 観覧券の販売は16： 30 終了

※ 11/3 文化の日は 観覧料無料

※ 土日祝休日は小中学生無料

10/14 ㊊㊗・ 11/3 ㊐㊗ 伝統工芸士による 蒔絵実演

展 示

実 演

10/13 ㊐・ 20 ㊐ 金具打ちによるネームプレート 作り
製 作

体 験

11/3 ㊐㊗　  蒔絵による ネームプレート 作り

第13 回  新潟仏壇工芸展
伝統技術の粋を 集めた企画展 ～伝統仏壇から 新作小物まで～

2024 年10/12 ㊏ ～11/4 ㊊ 
9： 30 ～17： 00（ 10/15 ㊋・ 21 ㊊・ 28 ㊊は休館）

13： 30 13： 30 11： 00/13： 30

10/26 ㊏・ 27㊐・ 11/4 ㊊　  いけばな「 礼式生」 実演

mailto:haga-fba@ec2.technowave.ne.jp
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伝統的工芸品 「 新潟・ 白根仏壇」
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新潟仏壇組合


